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目的・目標 事業の概要

２.事業の検証
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目

標
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績
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活動指標② 平成

１

17年度 平成18年度

.

平成19年度 平成20

事

年度 平成21年度 平成

業

22年度 平成23年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成17年度 平成18

付

年度 平成19年度 平成

け

20年度 平成21年度

事

平成22年度 平成23

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成17年度 平成

名

18年度 平成19年度

事

平成20年度 平成21

業

年度 平成22年度 平成

担

23年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成19年

科

度の主な取組と成果

平

目

成19年度
の検証結果

事

平成20年度  実施

業
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種
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01

ド

基本目標１　　豊かな

ソ

心をはぐくみ、よろこ

フ

びとふれあいにあふれ

ト

たまち
総合計画の

02

根

②〈感性〉　　生涯学

拠

習や文化などを通じ、

法

豊かな感性をはぐくむ

令

位置付け
03 3 幅広

等

い芸術・文化活動を普

対

及・促進する

平塚市内象 在住の１歳未満の乳児・ ・保護者

□ □ □ □ ブッ

受

クスタートボランティ

益

ア

絵本を通して豊かな

者

子どもの心を育て、親

事

子の絆が養われてい 絵

業

本を通して豊かな子ど

期

もの心を育て、親子の

間

絆を養うため、
ます。

委

地域のすべての赤ちゃ

託

んと保護者に、「赤ち

、

ゃんと絵本を楽し
む時

協

間の大切さ」を伝えな

働

がら、絵本を直接手渡

【

します。

ブックスター

委

ト実施回数 回

38 42

託

42

42

ブックスター

：

トに参加した乳児の割

3

合 ％

参加した乳児数÷

セ

乳児総数×100

50

ク

50 50

44.6

①：

・

予定どおり

ブックスタ

財

ートに参加した乳児の

団

割合は、目標値に達し

企

なかったが、予定どお

業

り開催するとともに、

Ｎ

個別渡しも１５組と着

Ｐ

実に
参加者が増えつつ

Ｏ

あり、成果があがって
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常に

め

参加対象者が発生する

る

ため、継続して普及啓

方

発をしていく必要があ

策

る。

ボランティアと協

業

働し、事業展開を図る

有

。

個別対応の実施や申

効

込方法の見直しなどを

性

行った結果、
参加率が

継

増加した。今後も日曜

続

日開催や移動図書館車

に

で
の対応などで、参加

よ

率向上を図る。

る成果向上の可能性 低
その他

事業の目的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平

項

成20年度 平成21年

目

度 平成22年度 平成2

分

3年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 計画額 計画

の

額 計画額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展

す

開（担当課としての提

る

案）
平成21年度の事

分

業の方向性

現状の規模

析

で継続 拡大して継続 縮

・

小して継続 廃止 休止 終

課

了 他事業と統合

＜判断

題

理由＞

平成21年度の

の

取組方針

課長コメント

抽

□ 実施により｢赤ちゃ

出

んと絵本を楽しむ時間

総

の大切さ｣を体
●■ 験

合

していただき、豊かな

評

心を育てられることか

価

ら、必要

□ 性が高い。

市

○
□
□ 常に対象者が発

民

生してくるものなので

ニ

、性質上継続して
●□

ー

実施することで、着実

ズ

に参加者も増えている

高

。

■ ○
□
■ 対象につい

事

ては、１歳未満の乳児

業

とその保護者を対象と

目

●
□ するが、この時期

的

だからこそ乳児、保護

の

者にとっても普
○

□ 及

達

啓発を図る必要がある

成

。
○

□
□ ボランティア

状

を募集し協働で実施し

況

ている。今後、ボラ
○

必

□ ンティアを組織化し

要

、活動内容・役割分担

性

などの一層の
●

■ 連携

市

を目指します。
○

□

ボ

の

ランティアと協働して

関

組織化・分担などにつ

与

いて一層の連携を深め

の

る。

ブックスタートの

必

ブックスタートのブッ

要

クスタートの

開催、赤

性

ちゃん文開催、赤ちゃ
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事

庫の充実 庫の充実 庫の
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